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午後４時 03 分開会 

○司会 それでは、「令和３年度 TOKYO Data Highway サミット」を開会いたします。 

本日、司会を務めます三橋泰介と申します。 

初めに、本日の出席者を御紹介させていただきます。 

小池東京都知事です。 

○小池知事 よろしくお願いします。 

○司会 宮坂東京都副知事です。 

○宮坂副知事 よろしくお願いします。 

○司会 続いては、リモートでの出席者を御紹介させていただきます。 

慶應義塾大学教授の村井純先生です。村井先生には、本サミットの座長を務めていただい

ております。 

株式会社 NTT ドコモ代表取締役社長の井伊基之様です。 

○井伊様 よろしくお願いします。 

○司会 KDDI 株式会社代表取締役社長の髙橋誠様です。 

○髙橋様 よろしくお願いします。 

○司会 ソフトバンク株式会社代表取締役社長執行役員兼 CEO の宮川潤一様です。 

○宮川様 よろしくお願いします。 

○司会 楽天モバイル株式会社代表取締役社長の山田善久様です。 

○山田様 よろしくお願いいたします。 

○司会 株式会社 JTOWER 代表取締役社長の田中敦史様です。 

○田中様 よろしくお願いいたします。 

○司会 この TOKYO Data Highway サミットは、東京都が「TOKYO Data Highway 基本戦略」

で掲げる、５Ｇなどの超高速モバイルインターネット網の早期構築とその先にある都民の

皆様の生活の質の向上に向けて、通信キャリアの皆様と東京都とが認識の共有と意見交換

を図る場です。 

３回目となる今回は、「『つながる東京』の先にあるもの５Ｇの可能性」をテーマに開催い

たします。 

終了は 17時を予定しております。 

まず、会議の開催に当たりまして、小池知事から御挨拶を申し上げます。知事、よろしく

お願いいたします。 
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○小池知事 小池でございます。久々にオンラインで、こういう形で皆さんとお話しできる

のを大変うれしく思います。 

今日はお忙しいところ、座長の村井先生をはじめ、通信事業者各社の代表の皆様にお集ま

りいただいております。本当にありがとうございます。皆様方には５Ｇネットワークの早期

構築に向けまして本当に多大なる御尽力を賜っております。 

また、高齢者向けのスマホ教室の開催への御協力など、東京都の各種施策に御支援いただ

いております。感謝申し上げます。大変好評でありまして、そして、逆に利用者の皆さんが

何を求めていらっしゃるのかという、ある意味そういうことを知る意味で非常に効果的な

のではないかと思いますし、これからの時代、高齢の方々も普通に使えるような時代、これ

を皆さんとともに作っていきたいと思っております。 

今年も１月も後半に差しかかろうとしておりますけれども、年頭によく「キーワードは何

ですか」と求められるのですが、今年の私のキーワードは「光」だとさせていただきました。

新たな未来を切り開く取組、光がさす取組を推進すること、それから東京のさらなる発展を

成し遂げるという意味で「光」とするわけですけれども、デジタル基盤の整備も今年は光の

ごとく爆速で、宮坂副知事がよく使っておられる爆速で進めていきたいと考えております。 

５Ｇネットワークの構築につきましては、御承知のように東京としても官民連携したネ

ットワークの構築を後押ししているところでございますが、基地局設置の加速化に向けま

して、以前から申し上げておりますように、都が所有しておりますアセット、都道の街灯で

あるとか信号など約１万 5,000 件を開放しまして、うち約 100 件が現在既に稼働中、さら

に現在 300 件程度の調整を進めているところでございます。また、新たに企業の皆様方に御

協力いただいて、連携協定を締結することで約 300 件の民間アセットを追加したところで

ございます。 

それから東京都には島がたくさんございます。島しょ地域や、そしてまた一方で多摩地域

では、場所によっては通信環境がいいところ悪いところがあるのですが、今年はどこでも携

帯電話が使えるように整備を進めてまいります。 

デジタルの特徴というのは、皆さんにこのことを申し上げても釈迦に説法なのですが、距

離の制約をなくすことで、とりわけこの島々と多摩におけるデジタル整備というのは、まさ

にデジタルの力が発揮される場となります。より一層積極果敢に取り組んでいきたいと思

います。 

そして振り返ってみますと、私、議員のときに堺屋太一経済企画庁長官の下で政務次官を
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務めまして、そのときに IT 基本法というのを作ったのです。そこから時代が変わって、デ

ジタル庁もでき、またこれを大きくさらに進めていくという意味では、都知事として、また

この大東京でより利便性の高い通信環境を整えるというのは意義があるし、私自身役目を

担っていきたい、宮坂副知事と連携して TOKYO Data Highway を実現したいと考えておりま

す。 

今回３回目となりますこのサミットですけれども、「『つながる東京』の先にあるもの」を

テーマといたしまして皆さんと議論をさせていただきたい。そして、あらゆる営みがデジタ

ルによって支えられた未来の社会のビジョンの共有、都民の皆さんにも未来の東京の具体

的なイメージをお伝えしたいと思います。 

皆さんとの連携を一層強化しまして、「いつでも、誰でも、どこでも『つながる東京』」を

実現していきたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

冒頭の御挨拶とさせていただきます。 

○司会 ありがとうございました。 

それでは、これより意見交換に入らせていただきます。 

意見交換の進行は村井座長にお願いしたいと思います。村井座長、よろしくお願いいたし

ます。 

○村井座長 今、御指名いただきました慶應大学の村井でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

今、知事からお話があったように、Tokyo Data Highway ということで、モバイルの各キ

ャリアのトップの方が皆さん集まって議論ができるチャンスというのは、とても特別な機

会ではないかなと思います。 

それからまた知事も、この COVID‑19、オミクロンの新しい局面で、都民のために、ある

いはこの東京都全体の空間のために本当に御尽力いただいているときではないかと思いま

す。 

そういった意味で、この DX、今知事からもお話がありました IT 戦略というのが 21 年前

に始まりまして、今 DXの戦略、デジタル戦略ということだと思いますけれども、世の中が

そうやって動く中で、一人一人の人間がどういう生活をして、どうやってデジタルの恩恵を

受けられるのかというこの基盤がまさにこの５Ｇの基盤ではないかなと思います。そのこ

とによって、こういった非常に歴史的な新しい、難しいこのときに私たちがどういうふうに

これを切り開いて、その光を求めていけるのかという大変重要な局面ではないかなと思い
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ます。 

そういった意味も含めまして、今日もそれぞれの会社の方から、皆さんから、この 25 年、

少し先を見据えた５Ｇのサービスのイメージ、あるいはこの活用の可能性ということ全て

の人が意識をして、東京都でうまくいくかどうか。そのことが全国に広がるかどうか。そし

てそれが世界に貢献できるかどうか。こういうことの本当に歴史的に大事なときではない

かなと思いますので、ぜひそういった意味での発言をお願いしたいと思います。 

それでは早速ですけれども、まずドコモの井伊社長、よろしくお願いいたします。 

○井伊様 NTT ドコモの井伊でございます。 

５Ｇのサービスを開始しましてから約１年半になります。東京都のエリアにおきまして

は、既に 2,000 局を超える基地局を設置しております。まだまだこれから増やしていく予定

でございます。 

現在、全国での５Ｇの契約数は約 900 万を超えております。その中で 500 件ぐらいの５

Ｇを活用したソリューション、こういった案件を生み出してまいりました。 

次のページ、お願いいたします。 

私どもは様々なパートナーの方と連携をしまして、医療、教育、観光、それから災害に強

いまちづくりなど、様々な分野での５Ｇの対応のソリューションを拡充しているところで

ございます。 

特に今後は、東京都の市区町村様あるいは企業の皆様のニーズに基づいて、しっかりと情

報収集をして、具体的な取組を進めてまいりたい。その結果として、社会課題の解決、それ

から産業の発展に貢献をしてまいりたいと存じます。 

次のページ、お願いします。 

これはほんの一例ではございますけれども、５Ｇの特徴を非常に生かした例でございま

して、東京女子医科大学様との連携で、５Ｇ網と直結したクラウドを活用しまして高精細な

手術の映像とかを伝送することで、遠隔地から熟練のドクターが支援できるという形でご

ざいます。 

また、このほかにも東京都様と今度は島しょ部における遠隔診療、こういった取組も連携

して進めてまいりたいと今、予定をしてございます。 

次のページ、お願いします。 

最後のページになりますけれども、５Ｇエリアの構築ということにつきましては、冒頭ご

ざいましたとおり、東京都様による保有アセットの開放、それから基地局の設置手続の簡略
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化など、大変積極的なお取組に御礼を申し上げます。 

ドコモは今、東京都様と連携をして、西新宿のエリア、それから島しょ部を含めた５Ｇの

エリア構築を進めてございます。その観点で本日は２点ほど申し上げますと、１点目は、ス

ペースが限られる都市部におきましては特にシェアリングというのが重要だと考えます。

現在、西新宿のエリアでは景観になじむようなデザインにも配慮したサイネージ型の基地

局、こういったものの設置に取り組んでございます。引き続き東京都様の御協力を得ながら、

このシェアリングの拡大というのを進めてまいりたいと思います。 

それから２点目は環境への対応ということになります。５Ｇの活用にはエネルギー消費

の増加というのが課題になってまいりますので、省電力化とか、あるいはグリーンエネルギ

ーの活用推進というのがやはり不可欠でございます。 

ドコモも再生可能エネルギーを活用したグリーン５Ｇ、こういったものの推進に今取り

組んでいる最中ですけれども、５Ｇを拡大していくのとセットで、カーボンニュートラルの

実現に向けて自治体の皆様と連携して取り組んでいくということが必要であると考えてお

ります。 

今後もスマート東京の実現に向けまして５Ｇのエリア展開を加速してまいりますので、

御支援と御協力をよろしくお願い申し上げます。 

私からは以上でございます。 

○村井座長 ありがとうございました。 

それでは引き続きまして、KDDI の髙橋社長、お願いいたします。 

○髙橋様 KDDI の髙橋ございます。よろしくお願いいたします。 

それでページめくっていただいて、東京都における５Ｇの取組について簡単に御紹介を

させていただきたいと思います。 

我々もドコモさんと同様、５Ｇに向けては非常に積極的なエリア展開を今行っておりま

して、５Ｇエリアを早期に拡大することと、高速通信体験をより身近なものにしていきたい

ということで、特にお客様の生活動線というものを中心に、鉄道あるいは商業地域でのエリ

ア拡大を進めております。 

東京都内も、山手線全 30駅のホーム・駅間、あるいは各鉄道路線を中心に続々と拡大を

行っておりまして、知事からもお話がありました東京都様保有のアセットについても活用

を進めさせていただいておりまして、ただいま 96件の利用希望を提出させていただいてお

りまして、御調整いただいているという状況にあると思っております。「ずっと、もっと、



 7 

つなぐぞ。」というスローガンの下に拡大を図っていきたいと思っております。 

次、お願いします。 

島しょ地域における災害対策とエリアの拡大でございますけれども、まず災害対策につ

きましては、東京都の全ての有人の離島で電源対策は既に済ませておりまして、災害時は船

舶型の基地局での通信エリア、こういうものを維持しながら進めていきたいと思っており

ます。 

船舶を使った通信については胆振沖地震のときにも活躍させていただきましたので、こ

ういうものも常に備えて万全の態勢を取っているところでございます。 

また、右側にありますように、高速の通信エリアの拡大ということで、今後、光ファイバ

ーの敷設が難しい島しょ地域においても、低軌道の衛星を活用した高速通信を御提供する

予定ということで、Starlink さんとの提携もしておりますので、このようなものを活用し

ながら広げてまいりたいと思っております。 

次、お願いします。 

このように５Ｇのネットワークエリアというのを広げていきますと、今の既存の４Ｇエ

リアとともにいろいろな活用事例というのが出てまいると思っておりますので、東京都様

との取組の事例、特にモビリティサービスにおきましては、ここにございます自動運転タク

シーということで、まちのインフラと協調した走行支援技術の実装であったり、また自動配

送ロボットの実証実験。またドローンを使ったフードデリバリー、物流ですね、こちらのほ

うの実験、あるいはエリア定額乗り放題サービス、これも先頃 WILLER さんと一緒の協業で

発表していますけれども、２キロ圏内の「ちょい乗り」サービスということで、移動手段と

して、特に高齢者の方たち、あるいは子育て世代のお客様に向けて、こういうサービスも現

在進めております。特に渋谷区エリア、豊島区エリアで拡大をしているところでございます。 

最後のページでございます。 

同様に、都民生活の利便性の向上ということで、ヘルスケアの分野、あるいはワークスタ

イルの拡大の分野、そして行政手続のデジタル化、このような分野についても拡大していき

たいと思っておりまして、東京都様のアセットを活用させていただきながら、５Ｇのネット

ワークを非常に早期に拡大するとともに、お客様目線でのサービスについても取り組んで

まいりたいと思っておりますので、引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

以上でございます。ありがとうございました。 

○村井座長 ありがとうございました。 
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それでは引き続きまして、ソフトバンクの宮川社長、お願いいたします。 

○宮川様 ソフトバンクの宮川でございます。 

次、お願いします。 

今回、５Ｇで目指す 2025 年の世界がテーマになっておりますけれども、あらゆるものが

５Ｇでつながることで社会のデジタル化が進んで、都民の QOL は向上していくと考えてお

ります。 

次、お願いします。 

一方、世界に目を向けますと、アメリカだとか中国では、既にロボットタクシーが実装さ

れ始めまして、我が国のデジタル化は世界とますます差が開きつつあります。 

次、お願いします。 

また、AIの都市実装ということでは、アメリカでは犯罪予測を AI で行って効果を出して

いたりだとか、それから中国ではつながる信号機を設置して、渋滞状況に合わせて交通量を

コントロールしたりとかしております。 

次、お願いします。 

そんな中、東京都が掲げる世界最速のモバイルインターネット網を構築することは、私は

本当に同感でありまして、全力でサポートさせていただきたいと考えております。デジタル

格差をなくして、東京の端から端、23 区から多摩地域、島しょ部まで同じような環境で５

Ｇサービスを展開したいと思います。 

次、お願いします。 

ここからなのですけれども、その中で今日はお願い事をお持ちいたしました。知事が冒頭

に今年のキーワードは「光」だということで、ちょっと心強くこれからの話をしたいと思う

のですけれども、今日現在、弊社は島しょ部において、11 の島で LTE サービスを提供して

おります。速やかにこの全てを５Ｇ化したいところなのですけども、現状は展開できないの

が実態です。 

これはなぜかというと、現在の島しょ部の基地局というのは 10メガから 100 メガの専用

線を利用してサービス提供しているのです。これを５Ｇ化するには中継回線の速度が足り

ませんので、基地局だけ５Ｇの設備を打っても意味がないことになります。 

そのため、くまなく５Ｇ化するために、青色の点線の部分を見ていただくと、この光ファ

イバーを東京都に新設していただけないかというお願い事でございます。 

今まで専用線として提供されていたものをぜひ、今まで敷設したものを含めて、我々通信
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事業者に心線貸しする工夫をしていただきたいというお願いをさせていただきたいと思い

ます。 

次、お願いします。 

デジタル・デバイド解消して、誰一人残さない「つながる」東京を目指して精いっぱい頑

張らせていただきますので、御支援をぜひよろしくお願いいたします。ありがとうございま

した。 

○村井座長 どうもありがとうございました。 

それでは引き続きまして、楽天モバイルの山田社長、お願いいたします。 

○山田様 楽天モバイルの山田でございます。本日はありがとうございます。 

次のページお願いいたします。 

まず東京都におけます５Ｇネットワークの構築の進捗でございますけれども、特に東京

都様のアセットにおいて既に稼働している５Ｇ基地局が現在６局、構築中の基地局が 77局

ということで、積極的に活用させていただいております。ありがとうございます。 

また、楽天モバイルでは、５Ｇ、Beyond５Ｇに向けて様々な５Ｇ関連の研究開発を進めて

おります。東京都様の案件では、こちらに書いてありますとおり、スマート東京ということ

で、西新宿エリアでのスマートポールの設置、また信号機を活用した PRISM などにも参画さ

せていただいております。 

次のページ、お願いいたします。 

昨今、小笠原諸島での地震など災害が頻発しておりますけれども、楽天モバイルといたし

ましては、ここに出ておりますとおり、通常の停電対策、長時間の停電に備えた予備バッテ

リー、発電機の燃料の備蓄等々をするとともに、非常にユニークなのは、このスライドの一

番右に出てございますけれども、衛星通信を使った通信サービスということを現在企画し

ております。これが災害対策としても活用できるのではないかなということでございます。 

次のページ、お願いいたします。 

楽天モバイルは、アメリカの AST SpaceMobile 社と連携して日本全国 100％のエリアカバ

ー、人口カバーではなくてエリアカバーです、地域のカバレッジ 100％を目指して衛星通信

ネットワークの構築を図っております。この計画が優れているのは、専用の端末ではなくて

お手持ちのスマートフォンで衛星から電波が受けられるということで、災害時でも安定し

た通信手段を御提供できるということでございます。 

私ども楽天モバイルでは、今後も都民の皆様に対して通常時も災害時もつながりやすい
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通信環境を御提供できるよう、ネットワークを整備していく所存でございます。ありがとう

ございます。 

○村井座長 ありがとうございました。 

それでは、JTOWER の田中社長、お願いいたします。 

○田中様 JTOWER の田中敦史です。 

当社はインフラシェアリング事業者になりますが、私からは 2025 年に向けた東京都にお

ける５Ｇ展開について御説明したいと思います。 

次のスライドをお願いいたします。 

この１年間、当社として５Ｇインフラシェアリングでどのような取組を行ってきたかに

ついてお話ししたいと思います。 

まず、日本では初めて都庁の５Ｇの供用対策を実施いたしました。現在も都議会議事堂に

おいて準備をしているところでございます。そして墨田区にあるシェアオフィスの５Ｇ化

を実施。また、交通局様とは都庁前駅構内での５Ｇ試行整備、検証等の実施について協定を

締結いたしております。 

あとは警察庁、総務省が推進している信号機を活用した５Ｇネットワーク構築のプロジ

ェクトにも参画しておりまして、西新宿において信号５Ｇの実証実験を進めているところ

でございます。 

次のスライドをお願いいたします。 

スマートポール、まさにちょうど本日から一部の運用を開始しました。西新宿エリアに 20

基の建設を進めております。このスマートポールのコンセプトは、東京都の掲げる「つなが

る」「つたわる」「みえる」になります。 

このスマートポールには５Ｇ基地局、高速 Wi-Fi を設置して「つながる東京」に貢献した

いと。また、ここのスライドにもありますが、搭載しているデジタルサイネージは「Ｌアラ

ート」と連携しておりますので、災害情報、避難情報の発信などを提供することができます。

都民の皆様や東京にいらっしゃる方々の防災への備え、快適に過ごすための情報発信が可

能になると考えております。 

次のスライドをお願いいたします。 

最後になりますけれども、今回の実証を通じて、スマートポールを今後面展開する際の課

題、また解決方法など、多くのことが近く検証できると思っています。ぜひ次年度からは実

証ではなくて本格実装に向けて動き出したい。このように考えています。 
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また、勝手な提案にはなりますけれども、2023 年度までに 23 区内、2025 年度までに東京

都全域にスマートポールを立てる目標を TDH として掲げてみてはどうかと思っております。

スマートポールを整備することによって、つながる、災害に強い安心安全なまちづくりにな

ると考えていますし、全国の範となる先進的な取組にもつながるのではないかなと思って

います。 

当社としても、これまでの実証などの経験を生かしまして、引き続き TDH に貢献していき

たいと考えています。 

私からは以上になります。 

○村井座長 ありがとうございました。 

今、それぞれの社長から、いろいろ心強いこの Data Highway に関するアプローチが順調

に進んでいることも御報告いただきましたし、一方、健康や医療、それから犯罪であるとか、

そういったアプリケーション、これに関する５Ｇでの試み、あるいは取組というのも御紹介

いただきました。 

知事、今お伺いして、どのようにお考えでしょうか。 

○小池知事 それぞれすばらしい取組を進めておられることに大変心強く思った次第でご

ざいます。 

完全に携帯やデータの情報通信というのはまさしくライフラインになっているというこ

とは、これまでの様々な災害や、今回のトンガの話を一つ取ってみても明確であり、いかに

して情報通信のライフラインを確保し、かつそこの質を、それは５Ｇという意味で上げてい

くかというのがスピード感も伴って重要なテーマだと思います。 

既に遠隔医療で進めておられる例、モビリティサービスや行政手続のデジタル活用、イン

フラシェアリングの推進、それから先ほども衛星や船舶などを活用した通信環境確保の取

組など、現場の話を伺うことができて大変うれしく思っております。 

そしてそのことはすなわち都政の QOS、Quality of Life という言葉がありますが、私ど

もは QOS と呼んでおりまして、Quality of Service、都政の QOS、そしてさらには都民の QOL

を高めるという意味でも重要なことと考えております。そして各社ともに５Ｇのエリアを

確実に拡大していただいております。ぜひこのスピードをさらに加速していきたいと考え

ております。 

そして、お話もありましたけれども、東京は西新宿に国内最先端と自負する５Ｇのフィー

ルドがございます。来年度には官民連携のコンソーシアムを立ち上げまして、さらに新たな
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サービスの創出に取り組んでまいりたいので、ぜひ皆様方も御参画、御提案のほど、よろし

くお願いをいたします。 

そしてこの後、私は外させていただくのですけれども、２点お願いを申し上げたいと思い

ます。 

一つ目は、既にお話がありましたが、多摩・島しょ地域のインフラ整備の一層の加速であ

ります。山間部、そして島に５Ｇをつなげる、広げることで、様々な分野にデジタルの力を

生かすことができるようになる。そしてより速度が速くて容量が大きい５Ｇの駆使によっ

て、特に島においては教育や医療などのデジタル化ができる。新しい産業の成長にもつなげ

ることができる。むしろ離れているからこそのメリットを生かせるのではないか。多摩も同

じであります。 

これらの地域では携帯電話がまだ場所によってはつながらないところもあると聞いてお

りますので、多摩・島しょ地域の通信ネットワークの早期拡充にも格段の御配慮をお願いし

たい。 

そして二つ目が災害発生時への対応でございます。いろいろ皆さんもう既に度重なるこ

の災害でいろいろな事例で対応していただいているかと思いますが、本当に災害はいつや

ってきてもおかしくないということ。先ほど申し上げたように、トンガの海底火山の噴火で

ケーブルが寸断して、現地の状況がなかなか把握できないといった事態が生じたわけであ

ります。 

私どもは「備えよ常に」ということで申し上げて、災害時の通信の維持、早期の復旧、さ

らには避難施設の通信環境の充実など、引き続き御協力をお願い申し上げたいと存じます。 

ちなみに、来年度の東京都の予算、これは大体スウェーデンとかノルウェーに匹敵する予

算規模なのですけれども、特にグリーンとそれからデジタルに重きを置いた予算編成を行

っております。それから、予算案の資料の中から「実証実験」という言葉を一切取りました。

もう実証実験はあちこちでやってきているので、ここは実装するしかないだろうというこ

とで、そういう意味で、予算書からその４文字がなくなったということは、これから都政を

より爆速で進めていきたいという思いでございますので、御協力のほどよろしくお願いい

たします。 

村井先生には引き続きどうぞいろいろと御指導のほどよろしくお願い申し上げます。あ

りがとうございました。 

○村井座長 ありがとうございました。 
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それでは一旦ここで意見交換のセッションを中断いたします。司会をお返しします。 

○司会 ありがとうございました。 

申し訳ございませんが、小池知事は公務の都合上、ここで退席させていただきます。 

会場の準備をいたします。今しばらくお待ちくださいませ。 

（小池知事 退席） 

（会場転換） 

○司会 続きまして、トークセッションに入らせていただきます。 

このセッションでは、出席者の皆様に「５Ｇ活用の可能性」「教育・防災・産業等、各分

野の DX」の２つのテーマについてディスカッションしていただきます。 

このセッションの進行も再び村井座長にお願いします。それでは、村井座長、よろしくお

願いいたします。 

○村井座長 改めまして、村井でございます。よろしくお願いします。 

今、皆さんから大変重要な５Ｇに関するプログレスもお話しいただきました。知事からは

大変、私もずっと、知事に今日出てきていただいて、この大変なときにと冒頭申し上げまし

たけれども、ライフライン、本当に今インターネットの環境、皆さんのお仕事は、人にとっ

ての命綱ですよね。これを作っているのだということで、そのことからカバレッジを広げて

いく。そういった全ての人、こういうことの 2025 年へのビジョンというか、そういうこと

をいろいろな形で紹介していただいたのだと思うのです。 

その中で知事から、島を含めたカバレッジ 100％の考え方、それから、当然のことながら、

今知事が一番集中されているのは、健康、命、それから災害ということで、トンガの話も大

分出てまいりました。そういったことから、カバレッジ 100％島、それから災害を少しお話

ししていただきましたけれども、そういった視点で、今度は順番を逆にして田中社長から山

田社長、宮川社長という順番で一言ずつをお伺いしようと思います。 

あらかじめ申し上げておくと、55 分ぐらいには締めないといけないのですよね。したが

って短めに議論いただきたいと思います。 

田中社長、まずいろいろなシェアリングのことを JTOWER にはやっていただいていると思

うのですけれども、特にこういった東京都のアセット、ほかの方にも伺いたいのですが、官

民の役割、これがこのカバレッジあるいは災害という観点でどうあるべきか、これから変え

るところはあるのか、こういった視点で一言頂けるとありがたいのですけれども。 

○田中様 まず島しょエリア。我々インフラシェアリング事業者ですので、例えば島しょ
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エリアにおいて複数の携帯キャリア様が同じエリアを対策したいような場合に、供用対策

として当社を活用いただく場面が出てくるのではないかなと考えています。 

あとは防災の観点から言いますと、今、西新宿で、先ほど説明しましたが 20 基のスマ

ートポールを立てていると。これは「Ｌアラート」とも連携したスマートポールになりま

すので、島しょエリアにおいても例えばスマートポールを見ることも今後あり得るのでは

ないかなと考えています。 

○村井座長 ありがとうございます。 

サイネージのようなものというのは、本当に今までの災害のときも大変重要な役割を果

たしたかなと思いますし、今から、ビフォー５Ｇとアフター５Ｇでは全然違う役割、つま

り大きな役割を果たすのではないかなと思いました。 

それでは山田社長、同じ議論ですけれども、やはりカバレッジが広がる。人がつながっ

ていくというのは５Ｇでは 2025 年ではいわばできていると思っていいと思うのですけれ

ども、本当に災害とか、それから健康、命、それから島、こういった意味でのそのカバレ

ッジの広がりということがもたらすこと、あるいはそこに対する課題で、どのようにお考

えでしょうか。 

○山田様 先ほどのプレゼンの中でもありましたけれども、私どもは衛星通信を通じてエ

リアカバレッジ 100％ということを目指しているわけですけれども、それが本当に実現し

ますと、まさに今、先生がおっしゃったような人を中心としたインターネットから物も含

んだインターネットでも現実にパラダイムシフトが起きるのではないかと思っていまし

て、例えばいろいろなセンサーが人のいないところも含めてある。そういったものがドロ

ーンの飛行に役立つ。そういったことで、本当に今まで考えつかなかったユースケースが

出てくるのではないかと思っていまして、非常に期待して、わくわくしているところでご

ざいます。 

○村井座長 ありがとうございます。 

宮川社長、さっきロボットだとか、犯罪とか、交通とか、そういうことのインフラ、そ

の基盤ということでの役割も御紹介いただきましたし、一方では日本が遅れているという

か、国際的な位置づけということにも触れていただいたのですけれども、そうするとこれ

から、島しょ部の光ファイバーのリクエストは後で宮坂さんに答えてもらおうと思います

が、日本が少し遅れている、あるいは国際的に少し東京は多分リードして貢献しなくては

いけないところですよね、我々としては。そのための、大きな課題はどういうところにあ
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るか、あるいはどう進めていけばいいかというのは、どういうお考えをお持ちですか。 

○宮川様 ありがとうございます。 

我々のこの通信については、東京は第一優先でやっておりますから、時間とともに５Ｇ

化するというのは確実にできると思うのですけれども、ただ一方で、先ほどみたいに、物

理的に５Ｇができないエリアというのが、島しょ部だとか奥多摩だとか、考えてみればバ

ックボーンが存在しないところ。これを今までみたいに一事業者が競い合った中で作り上

げるというのはさすがに重た過ぎる場所だと思っていまして、この辺りは自分たちではみ

んなでやっていくべきではないかというつもりで、都が敷設されたものを最終的に完成さ

せて、我々がそれを有効利用するということでもいいですし、我々自身が汗かけというこ

とであれば、その汗かく仕組みを作りあげればいいということだと思います。 

特に岸田総理が言われるような田園都市国家構想みたいな形で、いろいろな産業を、都

市・地方を含めて、国おこしのつもりで５Ｇを活用するということであれば、今まで我々

がエリア化した部分のエリア以外、まだ手をつけなくてはいけないエリアがたくさんある

と思うのです。それをどう構築するかというのをお互いに知恵出しをして、例えば事業者

ごとにエリア分けするというのも一つの方法だと思いますし、国自身がインフラを作って

我々とシェアリングしてもらうという方法もあると思います。 

こういうことを一から積み上げていって、他国にはない部分まで踏み込んだインフラづ

くりというのをやっていくのが競争力を上げていくことになるのではないかと思います。 

○村井座長 ありがとうございます。大変重要なポイントだなと思いました。 

髙橋社長、知事はさっき Quality of Service、Quality of life、つまり個人の生き方

とか生活、それからライフライン、こういうことに触れられていました。髙橋社長は、さ

っきワークスタイルの多様化ということを紹介していただいたかと思います。COVID‑19 で

本当に私たちは、私たちというのはここで言うのが適切かどうか分からないのだけども、

私の立場から言うと、やはりこのデジタル環境、あるいはインターネット、ネットワーク

環境、モバイル環境の認識というのは、よく言うのだけども、人々の間でも 10年進んだ

のだけれども、そういった意味でこれからの 25年に向けた本当の役割とワークスタイル

の多様化、つまり全ての人が関わっていく責任としての私たちの役割というのはどう進め

ればいいとお考えでしょうか。 

○髙橋様 本当に先生おっしゃるとおりだと思うのですけれども、先ほど宮川さんも触れ

られていましたけれども、今回、国の方針が成長と分配ということになって、これから５
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Ｇという投資についても、そのど真ん中において、その成長の基軸として広げていくとい

うことについては大賛成で、それをまた分配ということで、地方も含めてそれを還元して

いくということについては、この方向性を持ってしっかりやっていけばいいと思うので

す。 

これは先生への答えとはちょっとあれなのですけれども、シェアリングということはす

ごく今大事な世の中になってきたと思っていて、これは通信会社同士のシェアリングだけ

ではなくて、たとえば東京都さんのアセットとのシェアリング、あるいは例えば信号の話

が JTOWER さんから出ていましたけれども、そういうインフラとのシェアリング、こうい

うシェアリングというワーディングがこれから非常にその成長にとっては大事かなと思い

ます。 

先生がおっしゃっているように、例えば５Ｇであるとかシェアリング、こういう言葉は

どうしてもプロダクトアウトの言葉に聞こえてくるので、先生の御質問にお答えするとす

れば、それをサービスレベルに落としていくということは、人起点に、いかにどういうユ

ースケースがこのコロナの環境の中で人が気づいたかということに立ち返って、この５Ｇ

を活用して、人起点でどういうサービスを提供することがこの遅れた 10年の DX化という

ものを取り戻していくのか。そういうところに立脚することが実は大事なのではないかな

と思いますので、我々もそういうことに力点を置きながら検討していきたいと思います。 

○村井座長 ありがとうございます。 

井伊社長、当然、知事から言われたライフライン、インフラストラクチャーを我々担っ

ている、我々というか、情報通信を担っているというのは、それは当たり前なのですけれ

ども、そういう意味では本当にライフライン度というか、命綱度というのはものすごく高

くなってきたと思うのですよね。 

環境とかグリーンとか、そういうこともそうですし、それから交通とか安全とか医療と

か、あらゆる分野の基盤であるということの意義とか意味というのが進んできたがため

に、この Data Highway を東京都で取り組むということの意味が出てくるのだと思うので

すね。 

そうすると、ステークホルダーが、例えばデジ庁を作ったときも同じような議論だった

けれども、あらゆるセグメントのライフラインインフラがあるわけですね。ほかにエネル

ギーだとか、電力だとか。それとこの情報通信のインフラがどういう役割を果たすかとい

うことも大変重要になってくるのかなと先ほどの井伊社長のお話を伺っていて思ったので
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すけれども、この辺りのセグメントを越えた我々のライフラインの役割はどう進めていけ

ばいいでしょうか。 

○井伊様 知事も御心配されていました防災でも、一番我々の通信事業でキーになるのは

電力なのです。停電をしてしまうとか電力が枯渇すると通信のあらゆる機能が止まってし

まいます。もちろんバッテリーとか発電装置とかでバックアップをしていくわけなのです

けれども、全ての基地局をそれで長時間もちこたえさせるというのは、多分物理的には不

可能で、そのライフラインとしてのプライオリティというのを考える必要があって、例え

ば都の中枢の機能をどこまでちゃんと維持できるかとか、あるいは病院とか、110 番、119

番とか、命に直結するものをどう守るとか、そういうプライオリティをつけながら、今言

ったみたいなバックアップとか電源の確保というのがまず要るだろうと。 

そのときに対象を、住んでいる都民の方だけではなくて、結局流入してくる近県のいわ

ゆる他県民の人口もございますし、それから多くの外国からの観光客のお客様もいらっし

ゃるということで、守るべき対象も非常に多岐にわたっているということもきっちりと意

識したそのプライオリティですね。都民だけが守られて、外国人の方が路頭に迷うような

のでは、首都・東京としてのレベルが問われるわけです。ですから、今度はそういったあ

らゆる利用者をどう考えるかで、その設計もプライオリティもつけていくということが大

事だと思っています。 

以上です。 

○村井座長 ありがとうございました。 

それでは宮坂副知事、今、一通りの御意見を伺ったのですけれども、大変重要なベース

ラインは、知事がおっしゃったような、ある意味のライフライン、カバレッジ、それで

2025 年に向けて、こういうことでしたので、知事も触れられた、知事が関われていたと言

っていた最初の IT戦略、このとき私がずっと思ったのは、インターネットの環境という

のは民任せなのですよね。それから民間でずっとやってきた。これが、各社長のお話は、

東京都のアセットの問題もそうですけれども、つまり官と民が力を合わせるというモデル

に変わるのだということではないかなと思うのです。この辺りで、東京都の役割それから

民間の皆さんの役割ということを中心に宮坂さんの御意見を伺いたいのですけども、時間

が迫っておりますので、時間が短くて恐縮ですが、宮坂さん、お願いします。 

○宮坂副知事 では手短に。 

本当に皆さんありがとうございました。 
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まさに電波とか光の回線というのはもうライフラインであるという知事の強い思いか

ら、今までそういったインターネットのインフラに関しては民間の方にある種お任せきり

になっていたのですけれども、我々も汗をかけるところはかこうではないかというところ

からこの Tokyo Data Highway が始まりまして、都庁の中でもチームができて、皆さんと

コミュニケーションをさせてもらっております。 

振り返ってみると、都庁でいうと、道路というところでいうと、都道で 2,000 キロぐら

い、ある種インフラを作りました。下水道が１万 9,000 キロぐらいたしかあると聞いたこ

とがあります。水道が２万 4,000 キロぐらい、まさにインフラを作り切ったわけですけれ

ども、これは我々の大先輩たちがまさに作ってくれて、今生きているわけですけれども、

今から作るインフラに関しては官だけで作るというわけにもいかないですし、今皆さんだ

けがやってらっしゃる民だけでやり切るのも多分難しいと思いますので、新しく官と民が

一緒になってライフラインとしての電波、インターネット、光というのを整備して、それ

を次のジェネレーションとか新しいスタートアップにどうやって使ってもらうのかという

のを考えないといけないなと思う、本当にいい思考の整理ができました。 

ぜひこれを実行に移していきたいと思いますので、こういったコミュニケーションのチ

ャンネルを生かせてもらって、ぜひまた具体的な提案とか提言を頂ければと思います。あ

りがとうございました。 

○村井座長 ありがとうございました。 

一つだけ。さっき約束してしまったから。 

島しょ部のインフラをみんなで力を合わせて進めましょうという宮川さんの御発言があ

りました。これに関して一言だけ答えてください。 

○宮坂副知事 島に関しては、知事も最も最優先にしているエリアなのです。島と多摩地域

はすごく大事にしていて、早速、通信環境はどうなのだという調査なども始めています。島

に限らず不感地域とかの調査も今年やろうとしています。早速チームを作りますので、各社

様と具体的な要望とかがあればお話しさせてください。ありがとうございました。 

○村井座長 ありがとうございます。 

本当にこれだけの顔ぶれでこういう議論をできるということは大変貴重なことではない

かと思います。この場を設定していただいた東京都の方々にも心から感謝を申し上げたい

なと思いました。 

そういったことで時間ぎりぎりになってまいりましたけれども、改めまして、本日の参加、
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それから非常に貴重な御意見に私からも感謝を申し上げて、このセッションを締めたいと

思います。 

それでは司会にお戻ししたいと思います。どうもありがとうございました。 

○司会 村井座長、ありがとうございました。 

そして通信事業者の皆様、本日は長時間にわたり、どうもありがとうございました。 

最後に告知となりますが、東京都では明日１月 22 日及び 23 日の２日間、「『５Ｇ 

Connected City 西新宿 2022』～つながるまちと新たな生活～」を開催します。新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響もあり、今回は完全オンラインでの開催となります。 

イベントでは、高速大容量・超低遅延・多数同時接続という５Ｇの特徴を分かりやすくお

伝えするため、離れた場所からの同時演奏による音楽ライブのほか、最先端技術に関する情

報番組の生配信などを予定しています。 

詳細は、この後に表示される QR コードよりイベント特設ページにアクセスすることで御

確認いただけます。皆さん、ぜひ御視聴ください。 

これをもちまして「令和 3年度 TOKYO Data Highway サミット」を終了させていただきま

す。御出席者の皆様、御視聴いただいた皆様、どうもありがとうございました。 

午後４時 58 分 


